

































































































































































































































































ぞれ決答を示しているものである。円澄の発する同じ疑問に対して、両者 異なる答えを比較・検討することによって、疑問から見える当時の日本天台の教学的水準を探り、また唐からの決答の水準も推し量ることができる。そして、初期日本天台がそれら 決答をどのように受容したかを研究し、以降の中古天台を初めとする論義や口決にどのような影響を与え かを探る基礎とな 研究である。ただし、初期日本天台、延いては日本仏教の全体 関わ 論点を含む第一級資料として認められているにも関わらず、体系的な研究が不足している。そこで、 研究会 作業の目的研究会独自のテキスト作成であり、他の「唐決」テキストの研究のたたき台となる基礎的研究と言えよう。
原則、今年度は月一回のペースで研究会を開催した。す




とする第二十六問答「痴迷と無明のこの二つは何れの殊あらんや」 。五品弟子位は十信の前か、十信の第五心に相当するのかを別教と円教の解釈によって問答する第二十七問答「五品と十信の差別は同ぜず、諸々の忍位 号はまた異なる」 。 『摩訶止観』の破法遍に、初信に見惑を断じ、二信以降に思惑を断じると言うが、見思惑が無明 いう であれば十信以降に断じることとの相違を述べる第二十八問答「見思は即ち無明とは、何が故に二信より已去は思を断ずと云うや」 。 『摩訶止観』に中道 を明かす中 一生 うちに修行して悟る人とは龍女な 、それ も他にいるのかという第二十九問答「初品より初住 至 まで 一生に修証すべきとは誰をかその人となすや」 。 『摩訶止観』観病患境に説かれる六気は、心を運び想を帯びて口より作られるのか、それ も一々の気が作られるのかという第三十問答「六の気は一一に気を作すや、それ如何」 。以上の五つの問答である。
この最後の五つの問答は、天台大師智顗の『摩訶止観』




























なる語であり、媒体、媒質 伝達手段、中間と訳される。人間同士が知覚・感情・思考を伝 するコミュニケーションにおいて媒体となり、情報やデータを記録・伝達・保存するために用いられる音声や素材、身振り等といった物理的実体を指す概念であ また、近年の美術史学では、媒体という定義 注目し、伝達手段となり 形式に影響を及ぼす素材や技術をもこの用語が内包する問題として議論が交わされてい 。現代に至るまでの歴史を振り返れば明らかだが、仏教はメディアを積極的に活用す ことで、その教理を人々へ広め、東 ジア圏を中心に各国で発展している。紀元前五世紀頃の古代インド 釈迦が総称し
た仏教の法理は、当初、人から人への直接的コミュニケーションにより継承されてきたが、その後、教説の忘失を防ぎ、教理としての体系化を図る目的から、経典、仏像、寺院、仏塔、石碑、音楽、儀礼といった 今日でいうメディアによる思想の探究と伝道が行われ ようになる。仏教は、これらの媒介を利用することで、情報の保存と継承 文字を読めない者まで含め 大勢 人々に対する布教を推し進め、インド周辺から 東南アジア、中国 朝鮮半島 日本、欧米諸国にまで教線を拡大していく。
さらに世界各地へ伝播した仏教は、さまざまな共同体の
政治体制、経済構造、社会階級、性別、異宗教 習慣、思想価値観などといった異文化と接触し 時に対立や葛藤を生じさせながら融合していく。メディアは 宗教の枠組みを越えて、多様 文化的営みと混淆し、時代や地域ごとに変容するこうした仏教を文字 図像、映像、音響で表現してきた。そこで本研究会は、メディア表現を通じて認知される仏教に関連する諸相を比較 化学と表象文化論の学術分野から考察する。
現在、活動五年目を迎える仏教文化におけるメディア研
究会では、共同研究の参加者各自 分担する論文の作成を行っている。しかしそれらを包括する総論 より具体的なものにする必要が出て てい 。そこで現段階の構想 しては、近現代におけるメディアが表現してきた仏教の宗教表象について研究を進めたいと考えてい 。
— 446 —
近代仏教研究においては、国民国家の成立や科学思想の























は後七日御修法について醍醐と勧修寺の伝を記したものであるが、二丁表の識語には筆記年月日が記されているのみで誰の伝を記したものかは不明である。ただしこの識語の後は本文中に「了一上人云」 「了上人説」 「了上人云」といった記述が頻出し 了一上人公然の口伝を記し ものであることが分かる。⑦一三函一―一六
識語が無いため筆記に係る状況は不明。勧修寺流相伝の
五秘密法次第について、同流 諸尊法集や他流の諸尊法集収載の五秘密法次第との比較・検討が行われている。本文中にも特に誰の伝かは記されていない 定仙自身が受 の次第について研究したものか。
ちなみに表紙外題下に「勧修寺／五之内」とあるように、






































書・古記録類である。 「交衆帳」の基本的な性格は論義が実施される度に作成された名簿である。そうしたことから、全体を一覧す と、法臈の浅い者が年を重ねる毎に上座へと昇って行き、やがては名簿上から名前を消していることがわかる。同様に、上座 いて名前が消えた者でも、一定の期間を経ると再び名前 記載されており、そうした内容から、金乗院を拠点として在地 おいて活動した僧侶の様子を垣間見ることができる。
また、訴訟問題については、内容そのものが現存する寺
院との関係性に繋 り得 ものであるこ から、公表するか否かについては慎重な考慮 必要となろう。しかし、在地における本末関係の訴訟が、寺社奉 扱いとなり、裁許が下される一連 経緯については、仏教史以外にも幕府制度史面から見ても興味深い点である。
今年度は、 予定してい 残りの史料群
（全体の１／３程度）
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告し終わるまでに多くの年月がかかるこ 予想される。そのため、本年度からは、 『大正大学綜合佛教研究所年報』への報 を一度中断し、担当者たち 各自残りの写本をテクスト化する作業を進め いる。未だどのような形になるかは定まっていないが、全てのテクストの内容を、より早く公開できるように準備 している。
後者の方は、 『理趣広経』の校訂テクスト作成とその読


































ぐ研究会として、平成二十八年度より従来の「声聞地研究会」 「律経研究会」 「サンスクリット修辞法研究会」という三つの研究会を一つに統合して始動した。これら三つの研究会の実体は グループとして保持しつつ、グループ間の行き来を自由にして研究者の活動の幅を広げる とで伝統的学問の継承とさらなる発展を目指 研究活動に取り組んでいる。本研究会と は二年目であり、各研究グループは引き続き 内容 して次の 活動を行った。
まず声聞地グループ
（昭和五十四年度より共同研究を開始）
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品寺流、鎮西流の相伝を受け、禅宗では虎関師錬との交流が確認でき 諸宗の教義を遍学していたことが知られる。また、南朝の後村上天皇 帰依を蒙り、南朝 為に奔走している。それ故、中国元代仏教の日本への影響や皇室と仏教者との関係等、南北朝期の仏 に関する新しい研究が進むことが期待されるテーマでもある。
具体的には、これまで一度も活字化されていない貴重書















作業を引き続き進め、個人研究についても精力的 口頭発表や研究論文の発表を行って きたいと考 ている。これまでに行ってきた翻刻等のデータを再整理し、出版に向けた作業を順次進めていきたい。〈参加メンバー〉代表者
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